　　　　　　　暴力問題等対応チームについて　　　　　　　　　　　　　
暴力が同一児童に向けて複数回にわたって起こっていると考えられ、その介入が困難な場合、該当児童担当者（以下、担当者）＋担当者以外の職員が数名加わり対応チームを立ち上げる。また、集団無外、集団での逸脱行動等、担当者が複数となり情報の共有が難しい場合も、対応チームを編成する。チームリーダーとなる職員は情報共有・事後指導がスムーズに行えるようチーム内の調整を行う。

1 チームでの対応が必要であると思われた場合、園長に報告・相談をし、園長・管理職によってチームの立ち上げを行う。緊急性が高い場合、管理職がいなくても、このチームは即座に立ちあげられる。その後園長に報告をする。
2 担当者は当日中に、園長・職員へ問題の共有を行い、園長・管理職がチームのメンバーの決定を伝える。チーム内でリーダーを決定する。
3 担当者がいない場合は、まず担当者へ連絡し、園長→課長→主任への報告を行い、チームの立ち上げを行ってもらう。

4 対応チームとなる職員は、職種を選ばず、担当者が相談しやすい職員を選ぶ。必ず課長か主任がチームに入り、担当者間の調整を行う。

5 チームの方針を話し合いチーム内で共有する。
6 対応記録を別ファイルに作成し、他職員が確認しやすくする。

　　　　　　　　　　　　↓

問題の事実確認を行う。
1 事実確認は担当者とは限らない。また、チームリーダー以外のメンバーで行う事がのぞましい。

　　　　　　　　　　　　↓
事実の確認ができたら、チームメンバーが園長はじめ全職員への説明を行う。
　　　　　　　　　　　　↓
今後の対応について対応チームで検討。
　　　　　　　　　　　　↓
園長・全職員と対応検討、対応を決定する。

　　　　　　　　　　　　↓
検討結果を受けて具体的な動きを開始。
1 措置変更・一時保護・家族対応等・・・担当者が中心に。
2 園内でのプログラム・・・対応チーム＋全職員もしくは担当者　　　
　　　　　　　　　　↓
ある程度の結果が得られたところで、経過の振り返りをチームメンバーで行い、全職員に報告。対応チームは解散する。（判断はチームが行い、園長が決定する。）
　　
